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呑のセ杓 妥フチョ勺
ギ7 午ョウをこ,. そ｀ ・んじて＂すか。ム月の中匂、天気の哀ぃ日に．血
くの野山に出かけてみ J, l~ だ葉を落と（た cl 3-
I j す。そこにぱ
スミしのなかかマガダクリ、ショウジョウバカマなピ＇の花が咲ぃて
し、ます。
逗噸 iすれば＇．涅.'l 黄色の（まか．．だんだらになった IJ. ねを紆ち、
lすれを広げると鈴wLl 紅＂のチョウが ．｀これらの花を訪れるのを見る
るて＂しょう。これが＇ギ '7 チョウて＂す．
ギ7 今3 ウの成曳1 ふ早く、ツメイヨシ／の花ヵ :ヽ' a. 羨くころに現ゎ
れげ．春早くに 1見われ ．その等が'1- 、l いのて＂・「屠、のセ祠い tも
呼ばれて¥I: す。成虫が現わ汎る参節
にl. 木々 l註だ葦を広げず、林内に
1ま光がさしこみ、力 7 7 I} やスミレの
ながi rt.t"il) 早春免植物とよばれる草
花が成長（花をつげてい i す。これら
の花啜貼成うためにギ'-;, チョウが訪八
ゑす. ~f-:, . ギフチョウの幼虫が喰べ＇
ちに急是に成長 l lす. 1J ンアオイの
カ 97'/ の左に来た
ギ7 千ョウ
' '-
釦こロー ,_ 
｀ 
叶t、のうらに克みつけら t'l_f こ白くて iんまみし、小さな卯から
ふ化した幼虫IJ 、その祖を食べ＇て成長 l 、
I ., じて＇・サャギになり iす．
そのころに,, . 本々の薫が伸びて光を
り林方、ぷ靖くなり、花も見られず い
j¥ 長をヤめて l j って
し、ます．冷 l てキ"-, 午ョウ lな、サナギの
l、杖をすこ. l 
冬をす＿・、して翌ふ内び＇杖曳ヒ↑ 'J'.., マ足が
ガンアオイ吋t")) f~ 
危カフ '1) -.h. 
出 l Jす．、‘のように ｀ギ'7 午ョウ l"' から初夏にかけての姐 閉
疇 わ外い奇糾を終えてしまい i す．
このようば生治の日耕を*-, ギ7 午3 ウ1. 蒻希広登衡林、の林床
長し．花をつ 1t そ（て弔：ってしまう単冷免植均に
ぅiく対応して、、(, 姦芽広紫衝林叫1期によく令平チョウ f改
言えるて＂しょう．
かく＇）キ '. '7 -t ョウをごらんI:: ↑i りたい i-1. 科学文化む 7 -. 
冷の rコナラ林 ハの所 I:.、オス ・メ スー打が展子 tてあ ') J す。
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